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発 表 者 発
表
順 

発 表 課 題 

所 属 氏 名 

審 査 結 果 

12  シカ被害と戦う 

 
 徳島森林管理署          

流域管理調整官 
 

 柏木喜代幸 

 

13 
  みんなでまもろう三嶺の森 
ーＮＰＯ・行政・大学の協働によ
る保全活動の事例ー 

 
 三嶺の森をまもるみんなの会 
 高知中部森林管理署流域管理調整官
 

 
 押岡 茂紀 
 川口 文明 
 

 （財）日本森林林
 業振興会会長賞 

14 

 
  保育作業の省力化～下刈・除伐
作業の省力化の経過報告～ 
 

 
 四国森林管理局 森林技術センター 
         森林技術専門官 
 

 
 
 鷹野 孝司 
 

 （社）日本森林技
 術協会理事長賞 

15 
 森林整備の推進に関する協定
について 

 
 香川森林管理事務所             
                調整官（業務） 
         流域管理調整官 
 

 古庄 弘英 
 伊藤 文男 

 
 

16 
  景観に配慮した資源林の搬出に
ついて（最終報告） 

 四万十森林管理署 
三原森林事務所森林官 
黒尊森林事務所森林官 
窪川森林事務所 係員 
治山課治山第二係長 

 福山 敦之 
 猪迫 啓司 
 山下 茂樹 
 中尾 栄二 

 四国森林管理局 
 局長賞（優秀賞）

17 
 建設機械（小型バックホー）を
活用した基幹歩道の整備について 

 
 愛媛森林管理署  
        業務第二課 森林育成係長 
    業務第二課 係員     
 

 諸星 雄二 
 﨑川 龍也 

 
 
 
 

18 
 
  森林の種類と植物および土壌 
 

 
 高知県立四万十高等学校     
       自然環境コース３年生 
 

 藤原 絵里 
 芝  千夏 

 四国森林管理局 
 局長賞（奨励賞）

19 
 大豊中学校相撲部 部室兼合宿
所製作 

 高知県立高知工業高等学校       
          建築科３年生 

 楠川 充敏 
 野本 大智 
 中越有紀子 
 山崎 美代 
 戸田 隆志 
 中平 力樹 

 四国森林管理局 
 局長賞（奨励賞）

20 

  関西育種場における第二世代精
英樹選抜の取り組みー四国森林管
理局管内のスギ・ヒノキ次代検定
林からの選抜ー 

※特別発表 

 
（独）森林総合研究所 林木育種セン
ター 関西育種場 育種課        
                  育種技術係  
          主任研究員 
 

 
 
 増山 真美 
 山野邊太郎 
 

 

21 
  ヒノキ林の伐採が土壌からの温
室効果ガス排出量におよぼす影響 

※特別発表 

 
（独）森林総合研究所 四国支所   
          主任研究員  
 

 森下 智陽 

 

22 

  高知型低コスト木製ガードレー
ルの開発（低コスト木製防護柵（
構造物用Ｃ種）の開発） 

※特別発表 

 高知県立森林技術センター  
    資源利用課   主任研究員 

東 博文 
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各
地
の
た
よ
り

四
万
十
町
立
昭
和
中
学
校
で

は
、
四
万
十
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
林
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

地
域
や
自
然
環
境
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
毎
年
、
間
伐

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
一
二
月
九
日
、
全

校
生
徒
二
五
名
が
四
万
十
町
内

の
伊
豆
ヶ
谷
山
国
有
林
で
間
伐

体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
四
万
十
森
林
管
理
署

と
十
和
森
林
事
務
所
の
応
援
を

得
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
間
伐
の
必
要
性
や
安

全
な
作
業
方
法
に
つ
い
て
説
明

行
い
、
そ
の
後
、
職
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。 

一
年
生
は
こ
の
日
初
め
て

木
を
伐
る
生
徒
も
い
て
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
鋸
を
扱
う

こ
と
が
で
き
ず
、
何
度
も
休
み

な
が
ら
作
業
を
行
い
、
周
囲
か

ら
は
「
ガ
ン
バ
レ
・
ガ
ン
バ
レ
」

と
声
が
か
か
り
ま
す
。 

二
・
三
年
生
は
、
こ
れ
ま
で

に
何
度
か
経
験
し
、
中
に
は
と

て
も
上
手
に
鋸
を
使
っ
て
伐

採
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。 

作
業
後
の
生
徒
の
感
想
で

は
、
「
木
を
伐
る
の
は
と
て
も

大
変
」「
疲
れ
た
」「
疲
れ
た
け

ど
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
地
元
の
産
業

や
自
然
と
の
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
で
そ
の
重
要
性
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
今
後
の
学
習
や

生
活
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

昨
年
一
二
月
一
九
日
高
知
県

立
香
北
青
少
年
の
家
に
お
い
て
、

南
国
市
・
香
南
市
・
香
美
市
在

住
の
小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

二
三
名
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
、
ミ
ニ
門
松
作
製
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
対
象
年
齢
が
小
学
一

年
生
か
ら
と
低
か
っ
た
の
で
、

作
製
す
る
前
に
、
紙
芝
居
で
森

林
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
編
ん
で
お
い
た
カ
ズ
ラ

に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
モ
ミ
・
ア

セ
ビ
の
う
ち
か
ら
好
み
の
葉
を

差
し
込
み
、
輪
を
形
作
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
色
づ
け
し

た
松
か
さ
や
リ
ボ
ン
な
ど
を
飾

り
付
け
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

ミ
ニ
門
松
作
り
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
三
本
の
竹
筒
の
周
り
に
サ

ク
ラ
や
ミ
ズ
メ
の
枝
を
一
定
の

長
さ
に
切
っ
て
並
べ
、
麻
紐
で

固
定
し
、
こ
れ
に
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

や
ナ
ン
テ
ン
な
ど
を
飾
っ
て
仕

上
げ
ま
し
た
。 

作
品
完
成
後
に
回
答
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ノ
コ

ギ
リ
を
使
う
の
は
難
し
か
っ
た

け
ど
作
品
づ
く
り
は
楽
し
か
っ

た
で
す
」「
リ
ー
ス
作
り
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
」「
森
を
大
切

に
し
た
い
」「
山
は
い
ろ
い
ろ
な

働
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

作
品
づ
く
り
の
楽
し
さ
は
も
と

よ
り
、
森
林
へ
の
関
心
を
高
め

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。 

      

地
元
中
学
生

「
間
伐
体
験
」
行
う
 

  〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

初めて、鋸を使って間伐体験 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・

門
松
ゲ
ッ
ト
大
作
戦
 

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

ミニ門松完成 
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四
万
十
森
林
管
理
署 

藤
の
川
森
林
事
務
所 

首
席
森
林
官 
増
永
勝
也 

藤
の
川
森
林
事
務
所
は
高
知

県
の
西
部
、
四
万
十
市
西
土
佐

の
四
万
十
川
本
流
と
支
流
の
広

見
川
の
合
流
地
点
に
位
置
し
て

い
ま
す
。 

西
土
佐
地
域
は
、
合
流
地
点

の
江
川
崎
を
中
心
に
各
支
流
沿

い
に
集
落
が
点
在
し
、
約
九

一
％
を
森
林
が
占
め
る
な
ど
農

林
業
を
中
心
と
し
た
典
型
的
な

農
山
村
地
域
で
す
。 

近
年
は
、「
最
後
の
清
流
四
万

十
川
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
四
万
十
川
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、

夏
場
の
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ヌ
ー
等

の
川
下
り
な
ど
で
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
四
万

十
川
沿
い
を
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー

約
一
五
〇
〇
名
が
駆
け
抜
け
る

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
一
〇
〇
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
の
ル
ー
ト
に
な
っ

て
お
り
、
地
域
住
民
総
出
で
参

加
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
応
援
を

行
い
地
域
活
性
化
の
要
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
が
管
理
す
る

国
有
林
の
大
半
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
で
、
国
有
林
と
官

行
造
林
を
併
せ
約
二
，
七
〇
〇

㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。 

管
内
国
有
林
の
特
徴
と
し
て

は
、
一
つ
に
は
、
シ
イ
、
カ
シ

を
主
と
す
る
広
葉
樹
林
の
中
に

ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
の
古
木

が
点
在
す
る
天
然
林
か
ら
な
る

土
佐
堂
ヶ
森
風
景
林
が
あ
り
ま

す
。 堂

ヶ
森
山
頂
に
は
、
地
蔵
堂

が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
々
の
信

仰
を
集
め
「
霊
山
・
堂
ヶ
森
」

と
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
に
親

し
ま
れ
て
お
り
、
毎
年
五
月
五

日
に
は
、
堂
ヶ
森
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の

地
域
の
方
々
が
、
お
堂
の
あ
る

山
頂
に
集
ま
り
、
餅
ま
き
や
、

女
相
撲
大
会
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
堂
が
森
周
辺
の

歩
道
に
は
、
主
な
樹
木
に
樹
木

名
板
を
取
り
付
け
て
あ
り
、
森

林
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。 

二
つ
め
に
は
、「
西
土
佐
」
郷

土
の
森
で
す
。 

地
域
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
た
天
然
ヒ
ノ
キ
の
名
林
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成

三
年
四
月
に
「
西
土
佐
」
郷
土

の
森
と
し
て
、
四
万
十
市
西
土

佐
（
当
時
、
西
土
佐
村
）
と
四

国
森
林
管
理
局(

当
時
、
高
知
営

林
局)

と
の
間
で
保
存
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

区
域
内
に
は
、
樹
齢
二
〇
〇

～
三
〇
〇
年
、
樹
高
三
五
ｍ
、

幹
周
り
三
三
三
㎝
の
地
域
の
象

徴
と
も
い
え
る
天
然
ヒ
ノ
キ
が

そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
平
成
一

二
年
四
月
に
は
、
林
野
庁
が
選

定
し
て
い
る
「
森
の
巨
人
一
〇

〇
選
」
に
選
ば
れ
、『
四
万
十
桧

仙
人
』
と
名
称
が
付
け
ら
れ

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
郷
土
の
森
は
、
隣
接
す

る
「
若
人
の
森
」
と
あ
わ
せ
て
、

林
内
に
は
歩
道
、
休
憩
所
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
森
林
浴
な
ど

の
散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
の
業
務
内
容

と
し
て
は
、
造
林
事
業
（
ニ
ホ

ン
ジ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
修
理
等
、

除
伐
、
保
育
間
伐
等
）、
林
道
維

持
管
理
、
立
木
販
売
、
境
界
管

理
、
林
野
巡
視
等
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
レ
ン
タ
ル
バ
ッ
ク
ホ

ウ
に
よ
る
林
道
補
修
の
土
木
事

業
と
生
産
・
造
林
の
請
負
事
業

が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
当
森
林
事
務
所
管
内

で
も
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
、

食
害
被
害
が
深
刻
で
す
。
現
状

で
は
、
防
護
ネ
ッ
ト
柵
等
を
使

用
し
て
防
い
で
い
ま
す
が
、
シ

カ
の
頭
数
制
限
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。 

最
後
に
、
首
席
森
林
官
と
し

て
、
署
の
窓
口
的
業
務
や
、
若

手
職
員
の
人
材
育
成
な
ど
、
大

き
な
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
今

後
は
、
事
務
所
職
員
が
一
体
と

な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
気
配

り
が
あ
る
職
場
を
目
指
し
て
い

け
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

堂が森山頂(地蔵堂) 

ネイチャーゲーム 

四万十の檜仙人 

レンタルバックホウによる林道修繕 




